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節ではまず、1.1. 節で使役構文の種類について、Comrie (2003) の記述をまとめる。次に、
タガログ語と日本語の使役動詞や関連する表現に関わる先行研究をそれぞれ 1.2. 節と 1.3.
節でまとめる。 
1.1. 使役構文の種類 
本節では、Comrie (2003: 281-282) の使役構文の種類に関する記述をまとめる。 




(Comrie 2003: 281-282) 




を示す。 (以上、山田 1989: 578-579 要約) 
フィリピノ語は「タガログ語を多少形式化したもの (山田 1989: 578)」とされているが、文法上の違い
はほとんど見られないため、フィリピノ語及びフィリピン語の文献も本稿ではタガログ語と同様に扱う。
名称もタガログ語として統一する。 




タガログ語の使役動詞について、Schachter and Otanes (1972: 321-330) の記述をまとめる。







間接行為動詞には、接辞 MAGPA- を用いる。（例外：MANG- 動詞）行為者焦点の間接行
為動詞の文では、動詞の行為を許可する人称、または引き起こす人称に焦点が当たり主題
となる。 
(Schachter and Otanes 1972: 321-330 要約) 
1.3. 日本語の使役動詞に関連する表現 
1.3.1. セル／サセル 







(日本語記述文法研究会編 2009a: 261-270 要約) 
1.3.2. テモラウ文 
 早津 (2004: 133-134) において、テモラウ文3は、「使役表現と近接する(早津 2004: 133)」
表現として紹介されている。以下、使役と近接した意味でテモラウ文を使う場合について、





(早津 2004: 133-134 要約) 
























(日本語記述文法研究会編 2009b: 291 下線は筆者による) 
 
 この記述は 2.3. 節の考察に関連する重要なものであり、留意されたい。 
 
1.3.4. 使役と他動詞 







(日本語記述文法研究会編 2009a: 273-275 要約) 
 
1.4. 先行研究の問題点と本稿のねらい 
























 調査ではまず、タガログ語版のなかから、行為者焦点使役接辞 MAGPA- とその活用形
のついた文と、日本語版での対応部分を手作業で抜き出した。この際、元になる動詞が辞
書に載っておらず、判断がつかなかった用例は取り除いた。抜き出した用例のうち、
MAGPA- のついた用例を、①セル／サセル文 ②テモラウ文 ③意訳 ④自他対応の動詞 
⑤その他 の 5 つに分類・整理した。
 調査には以下の小説を使用した。尚、調査の範囲は 15 章（原書：105 ページ、日本語版：
108 ページ）までとした。 
Hernandez, Amado V. (1974) Luha ng Buwaya［全 347 ページ］ 
ヘルナンデス，アマド・Ｖ (1997)『鰐の涙』鉢谷純子訳［全 355 ページ］
調査における日本語版との対応の判断には、以下の辞書を用いた。 
Leo James English Tagalog-English dictionaly (1986) 





 調査の結果、33 例の MAGPA 動詞が得られた。うち、セル／サセル形は 6 例、テモラウ
















(1) Kaya  nag-pa-init      na lamang siya ng= ilan=ng aguhillya, 
だから AF:CAUS:PFV:温かい  もう だけ 3SG.NOM  GEN= 数個=LK ヘアピン
彼女は、ヘアピン数個を温めてもらい、（略） 
〔74, 764〕 






 抜き出した 33 例中 4 例が、元の動詞が日本語訳では省略されていたり、別の動詞で現れ
たりしており、筆者はこれを意訳と判断した。用例については紙幅の都合上、割愛する。 




全 33 例のうち、9 例が他動詞であった。これは全体の 27.3％であり、本調査におけるセ
ル／サセル形の割合よりも多かった。
尚、9 例のうち 4 例が“magpatuloy”「（動作を）続ける」の用例であり、異なり語数は 5
例である。 






(2) Magkakamitan kung mag-pa~pa-tuloy si Blas  sa= pakiki-pagtalo 
争い  もし AF:CAUS:PROS:継続する P.NOM ブラス LOC= 議論 






 その他、先行研究を元にした上記の 4 パターンに当てはまらなかったものが、13 例あっ
た。卒業論文では 13 例を、日本語での現れ方を元に 5 つに分類したが、下記の「頼む」を
使った例以外の傾向を明らかにするとができなかった。 
 予備調査では現れなかったが、「（動作）を頼む」という形が 2 例現れた。どちらも
“magpatahi”、「仕立てさせる」を使った用例である。 
(3) Pati mga lalaki‘y nag-pa~pa-tahi sa=   kanya=ng polo at barong, ... 















 分類のできなかった 11 例のうち 1 例を以下に紹介する。 
 尚、“magpatag”は辞書に、「平らにする」という意味で見出し語として掲載されている。 
 
(4) May  mga  nag-pa~pa-tag     ng  daan, ... 










    説を用いた調査では、形態的使役以外の多様な例がでてくるのではないか。 
 
 予備調査と本調査の結果の比較を、次の表 1にまとめた。 
 
表 1: 予備調査と本調査の結果比較 
  セル／サセル テモラウ 
その他  
計 意訳  語彙的使役 その他 
予備調査 25 (54.3％) 10 (21.7%) 11 (23.9％) 46 
本調査 6 (18.2%) 1 (3.0%) 
26 (78.8％)  
33 4 (12.1%) 9 (27.3%) 13 (39.4%) 
 




















3: 3rd person 3人称/ AF: actor focus 行為者焦点/ CAUS: causative 使役/ GEN: genitive 属格/
IPFV: imperfective aspect 不完了相/ LK: linker リンカー/ LOC: locative 場所/ NOM: nominative 
主格/ P: personal name 人名/ PFV: perfective aspect 完了相/ PL: plural 複数/ PROS: prospective 
aspect 前望相/ SG: singular 単数/ -: 形態素境界/ =: 接語境界/ ~: 重複 
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